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＜連絡事項＞

· 坂本　健次様～本日（6月3日）西病棟から退院予定。閉じこもり防止の為、主治医からデイケア

利用を勧められ、昨日14：00よりデイケア見学される。身なりは整っており、年齢相応の服装をされている。スタッフからの質問に対して、多少時間はかかるものの適切な返答をされている。また、「（プログラムにある）自主活動とは何ですか」と自ら質問されることもある。スタッフよりデイケア利用する理由について問うと、「主治医より、仕事がしたいのであればいきなりでは環境が大きく変わるので、デイケアを利用したほうが良いと言われた」と返答あり。本人様との話し合いにより、デイケア体験利用日を8日午前（体育館運動）と9日午前（自主活動）とした。8日と9日の体験利用の様子をみて、デイケア利用の詳細を検討する。

· 清川　厚子様～本日16時よりケア会議実施予定。

· 清水　泰雅様～本日14時より青山荘・デイケアのスタッフ、本人様で三者面談の予定。

＜外来より＞

· 田名部　一樹様～日中に眠気があるが、薬はそのままで良いとのことで、しばらく様子をみる。

· 大釜　久直様～最近決まった時間に眩暈があるとのこと。日赤病院には話していないが、今の

ところ大丈夫とのこと。

· 関口　禅様～肩の痛みが続き、特に右肩の痛みが強いとのこと。西村整形外科受診を希望される。

· 種本　サハ様～グループホームでのトラブルはそれなりに対処しているとのこと。合唱コンクール

の練習で、立って歌うと足が痛くなると話される。

＜新規プログラム検討＞

【SUNSUN健康クラブ】

· スタッフは、佐々木、小田、木村、江口（6月16日以降は月舘に変更）が担当。

· 6月1日にプログラム開始前オリエンテーションとして、内容説明とグループ分けの発表を行った。


＜就労前準備段階プログラム進行状況報告＞

本日プログラム第4回目を実施。

【内容】

1 前回の宿題「働きたいと思う理由」を発表

2 「障害の開示・非開示について」

開示・非開示のメリット・デメリットについて話しあう。その前後に各自の意見を発表する。

· 開示のメリット～通院日を確保しやすい／服薬しやすい／会社側の理解を得られれば働きやすい／病気の急変時の対応が安心である／隠し事をしていないことが精神的に楽である／失敗しても長い目で見てもらえる／会社側としても社会に貢献できる／ハローワーク利用時に専門的援助を受けることができる／ジョブコーチの支援を受けやすい。

· 開示のデメリット～障害者という偏見がある／会社側が気を使いすぎてしまう。

· 非開示のメリット～就職しやすい／偏見を持たれない／他の社員と同等に扱われる／気持ちが楽である。

· 非開示のデメリット～仕事を丁寧に教えてもらえない／通院日の確保がしにくい／服薬しづらい／専門的支援を受けにくい。

3 宿題設定「障害の開示・非開示について自分の意見をまとめる」

【参加メンバーの様子】

· 大久保　康弘様

宿題発表では、スーパーへの就職を希望するという設定で、「貴社の従業員の挨拶が気持ちよく、ぜひ働きたいと感じた」と会社の良い点を挙げている。発表時、少し早口になりやすい点があることをスタッフから指摘される。自らの障害の開示・非開示については、「100％開示」とされている。

· 中村　鶴子様

宿題発表では、スーパーで働きたいと希望された上で、「自分のお金を稼いで、趣味に使いたい」と発表されている。自己評価の低い記述が多いため、自分をアピールするような文章を入れた方が良いとスタッフから指摘される。自らの障害の開示・非開示については、「100％非開示」とされている。その理由として、家族に迷惑をかけたくないからと話される。プログラムの感想として、「ストレスにはなるけれど、ためになるストレスだと思う。社会に出て就労すればもっとストレスがあると思うから、良い経験になる」と話されている。

· 関　秀治

宿題発表では、働きたい理由について「精力的に働くことが出来る今の時期を逃したくない。また、将来どうなるかわからない為収入を得たい」と発表されている。働きたいという意欲は十分に伝わるが、発表内容や表情が少し暗くなりやすい点をスタッフから指摘される。自らの障害の開示・非開示について、初めは「どちらかといえば非開示」としていたが、話し合いの後は「場所によって変わる」と話される。地元での就職は家族に迷惑をかけたくないので非開示としたいが、八戸での就職では開示してもよいとのこと。

· 田名部　一樹様

宿題発表では、「自分の経験になる。いつかは働きたい」と発表されている。自らの障害の開示・非開示については、「100％開示」とされている。プログラム中はメモを取らない、個人ノートへの記載を忘れるなど、プログラムへの参加意欲が足りないように見受けられる点があるため、個人面談を実施予定。




















































